
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

認知症医療センターの事業の中に認知症に関する研修会の開催や認知症の啓発活動があります。その

活動のひとつの認知症映画上映会について報告いたします。 

令和４年１１月５日（土）に柳川市水の郷ホールにて映画『99 歳母と暮らせば』を上映いたしました。今回は入場

制限を設けての開催でしたが１３５名の方に参加頂きました。 

映画は、高齢者になるとほとんどの人が経験するさまざまな症状。これらと付き合いながら母の人生最終章を気

持ちよく楽しく過ごせるために奮闘する家族の姿を 1年間にわたり記録。支え、支えられながら共に生きることのい

とおしさがじんわりと心にしみる驚きと感動のヒューマンドキュメンタリーの映画でした。家族愛が描かれた感動の

映画で何より母と息子の親子関係に感動しました。この映画を通じて認知症について考える機会やケアの参考に

なったのではないかと思います。今後もこのような機会を継続して開催できるよう取組んでまいります。 

●映画上映会の感想の一部を紹介させて頂きます。 

・長男の献身的な姿に感動した。我が両親の介護に任せっきりだった妻に感謝と反省を持った映画だった。 

・生命ある限り生きることの大切さを学びました。どんなことも前向きに！！ 必ず道はあるのでは！ 

・やさしい息子さんとお母さんの会話を楽しく、介護する人の事（心）を大変良く出来た人で、私も安心して 

看護したいと思いました。又、私もされたいと思いました。 

・息子さんが明るく介護される姿がほほえましかった。実さいにはもっと大変だと考えますが、少しでも前向 

きにできる様になったらいいと思います。 

・母を思いだしました。もっとやさしくしていればと後かいしました。楽しく介護ができる事も出来ることを 

知っていれば母をもっとおだやかにすごせることができたことと思います。 

・こんなやさしい子供であったらいいと思った。家族のやさしさがあったらと思い家族に願うばかりです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● もの忘れ外来 

認知症は「早期発見」「早期対応」が大事です。 

お悩みの方には、早めのご相談、早期の受診をお勧めします。 

●認知症カフェ 

認知症の人や家族、地域住民、医療や介護の専門職、認知症について関心がある人な

ど誰もが気軽に集まり、安心して交流を楽しむ場です。1997 年にオランダでアルツ

ハイマーカフェとして始まったのがきっかけとなり、日本では、2012 年頃から取り

組みが行われています。 

当院でも「もの忘れ喫茶」として認知症カフェを開催しています。大牟田市内は、15

ケ所のカフェがあり、柳川市、みやま市でも開催しています。参加者は、認知症の本人

や家族以外も興味がある方や地域の方の参加もあります。内容は、各認知症カフェで異

なりますが、講話があったり、作業したり、語り合ったりとそれぞれ異なります。 

本人・家族が一緒に参加でき、本人の居場所や役割となる場になります。専門の支援

者等と相談できる場でもあります。介護保険サービスを拒否される方などは家族と一

緒に参加される事もできます。各市町村や地域包括支援センター等へお尋ね下さい。興

味があれば是非ご参加ください。 

（感染対策で開催されていない場合がありますのでご確認の上ご参加ください。） 
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★もの忘れ外来は予約制となっております。ご予約の上、ご来院下さい。 


